
建設業と地域の元気回復助成事業

地域経済が厳しい状況の中、建設業の保有する人材、機材、ノウハウ等を活用し、地域経済が厳し 状況の中、建設業の保有する人材、機材、 ウ ウ等を活用し、
農業、林業、福祉、環境、観光等の異業種との連携に地域づくりの担い手である建設
業の活力の再生、雇用の維持・拡大や地域の活性を図ることが求められている。
このため、地域における問題意識を共有した上で、地域関係者が協議会を構成し、
異業種との連携による地域活性化策を立ち上げた。





■海岸観光情報センターの設置

観光資源とし 発展可能性のある観光資源として発展可能性のある
西海岸の海岸観光とマリンスポーツ
情報を発信・提供と観光客サービス
提供のための「海岸観光情報セン提供のための「海岸観光情報セン
ター」の設置検討と実証を行う。

通年をとおしての。観光情報提供
により 海岸観光客やマリンスポにより、海岸観光客やマリンスポー
ツ、キャンプ、釣り客を呼び込み、活
性化を図る



■マリンレジャー振興策の策定

この海岸には様々なマリンスポーツの可能性がある。
季節に限らず良い波を求めてくるサーファーや水上ハイカーが多くなっている。

また、ゴールデンビーチでは全道大会規模の大会が行われている等、夏場は大変な盛況に
なっている、しかしながらマリンスポーツを通年通して楽しめる環境になっていないことが海岸
観光副生化 大きな支障とな る観光副生化の大きな支障となっている。
本事業では、支障となっている問題に視点をあて解決策を見いだし、具体策を実施した。



■海岸の磯辺再生にかかる調査検討と実証

この海岸はかって鰊の採れた良好な浜であったが、浜周辺の環境変化、海流の影響などによ
り石幾部が失われてしまった。－方、5年前に築造された波消しリーフに昆布やワカメなどが定
毒し、「藻場化」していることが分かった。

本事業では、この藻場を調査し観光に活用できないか、またこの海岸をもう一度「磯辺」に再
生できないかを実証した。



■期待される具体的な効果＜建設業界への波及効果＞

これまでの留萌の建設業は公共事業を中心とした受け身の産業であった。本事業は、建設業が抱える人材や機材を活
用して、他の産業・異業種と連携して新分野に進出するものであり、自ら仕事を創るといったこれまでの建設業の体質改
善が図られることになる。

１．建設業の活力の再生
1) 長年、留萌の海岸、潜、道路等の工事してきた建設業の経験が、今回の海岸観光開発に生かすことが出来る。特に

留萌の都市基盤を建設し地元に精通している建設業が、地元の観光業へ進出し留萌の活性化に貢献することは極めて
意義あるとともに、建設業の復活再生のきっかけになる。意義あるとともに、建設業の復活再生のきっかけになる。
2) 建設業には高学歴者が多く優秀な人材を抱えている。また、業務上lTにも精通している人材も多いことから、海岸観光

開発の計画策定と実施、観光情報センターの開設等への活用には大きな期待が持てる。人材の新分野への進出とともに
建設業の領域拡大になり、建設業の活力再生になる。
3) 公共事業待機の人材や機械等を、本事業の様々な企画・事業に稼働させることで、人材・機械の活用領域が広がり、3) 公共事業待機の人材や機械等を、本事業の様々な企画 事業に稼働させることで、人材 機械の活用領域が広がり、
建設業の多様化と活性化になる。
4) 本事業のミ毎岸再生・復活への取組によって、これまでの造るという建設業から環境再生事業という新分野への開拓
が可能となり、建設業の活力再生になる。

２．地域への効果

留萌市には大きな産業がなく第三次産業で成り立っている都市であり、観光産業の進展は、留萌の地域経済そして街
の活性化にとって大きな効果となる。
1) 留萌に新たな海岸観光資源が開発されることで、観光客の大きな誘客効果になる。1) 留萌に新たな海岸観光資源が開発されることで、観光客の大きな誘客効果になる。
2) 観光情報センターから、留萌のマリンレジャー・マリンスポーツの情報を発信することで、全国から

観光客が増大する可能性が大きい。
3) 建設業が観光分野に進出することで、留萌市の新たな観光戦略の策定が可能になる。
4) 全国初の「海上プレジャーランド」が海岸観光の魅力を高め集客力をアップする。4) 全国初の 海上プレジャ ランド」が海岸観光の魅力を高め集客力をアップする。
5) 建設業が元気になり、留萌が元気になることで若者が定着する。


